
1,000 kW焼料電池の実証試験

く新発電方式による効率向上＞
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工業技術院のム ー ンライト計画の一環として、 燃料電池発電技術の開発が昭和56年度から進められてお

り、昭和61年度を目標に1,000kWリン酸型燃料電池の実証試験が予定されている。このたび実証試験の試験

場所に当社が選ばれたので、 その概要・ スケジュ ー ル等を解説するとともに燃料電池発電の現状および将

来見通しなどを述べる。

1 まえがき

わが国における燃料電池発電技術の開発は、 エ

業技術院のム ー ンライト計画が中心になって進め

られている。 当計画 では、 燃料電池の代表的な

4つの方式（リン酸型、 アルカリ型、 溶融炭酸塩

型、 固体電解質型）を取り上げ、 国産技術によっ

て開発することを目指して進められている。 これ

らの方式のうち、 重点開発項目になっているリン

酸型は、 昭和61年度に1,000kWの実証試験を行う

段階にまで達した。

このたび、 その実証試験の実施場所に当社が選

ばれたので、 試験内容を中心に燃料電池発電につ

いて解説する。

2 実証試験の概要

実証試験は、 工業技術院のム ー ンライト計画の

一環として新エネルギ ー 総合開発機構(NEDO)

が実施母体となり、 高温高圧型を当社およびプラ

ントの製作を担当する日立製作所と東芝が一体と

なって進めることになっている。
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試験場所は、 燃料である天然ガスと発生した電

力をおくる設備が必要となるため、 知多第二火力

発電所の構内を予定している。 同発電所は、 昭和

58年9月営業運転に入ったばかりの最新鋭LNG

火力発電所(700MWx 2基）である。

今回製作する実証試験装置の目標性能は、 第1

表に示すとおりで、 埜本構成は、 第1図に示すよ

うに燃料改質器、 電池本体、 直流交流変換器、 制

御装置等の主要機器からなっている。

第1表 システムの目標性能

項 目 性 能

電気出力 1,000kW (AC発電端）

発電端効率 42% 

電池温度 205℃ 

ガス圧力 6kg/cm2 • G 

負荷追従性 25%-100%, 1分

起動時問 4時間（コ ー ルドスタ ー ト）

停止時 間 1時間（緊急時1分）

電池予測寿命 4万時間
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第1図 燃料電池の基本構成
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